
 

 

 

 

 

 ＣＴＲソフトウエアにおける方位連続回転 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 １．概要 

 ２．ＮｅｗＣｕｂｉｃＣＯＤｉｓｐによる極点図作成 

 ３．ＰＦＲｏｔａｔｉｏｎにてＲＤ，ＴＤ回転 

 ４．ＣｒｙｓｔａｌＲｏｔａｔｉｏｎにて回転軸を機械系から結晶系変換 

 ５．ＮＴＥＸ１．００におけるＣｕｂｅ－＞Ｇｏｓｓ－＞Ｃｏｐｐｅｒ変換 

 ６．ＢＣＣＳｃｈｍｉｄＦａｃｔｏｒＣａｌｃソフトウエアの軸回転 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 極点図の回転は材料系のＲＤ，ＴＤ，ＮＤ軸で扱われるが、材料系ら結晶系に変換し回転が行われる 

   以下Ｃｕｂｅ－＞Ｇｏｓｓ－＞Ｃｏｐｐｅｒの連続回転を扱う。 

   ＣＴＲソフトウエアでは、この軸回転を 

 ＮＴＥＸ 

 ＣｒｙｓｔａｌＲｏｔａｔｉｏｎ 

 ＢＣＣＳｃｈｍｉｄＦａｃｔｏｒＣａｌｃ 

 ＰＦＲｏｔａｔｉｏｎで扱っています。 

 説明順は、ＮｅｗＣｕｂｉｃＣＯＤｉｓｐソフトウエアでＣｕｂｅ極点図を作成し 

 ＰＦＲｏｔａｔｉｏｎで極点図の回転を行い、連続回転を説明後、各種連続回転を説明します。 

 結晶方位はＯｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃで表現いたします。 

 Ｃｕｂｅ－＞Ｇｏｓｓ ＲＤ軸４５度回転 

 Ｇｏｓｓ－＞Ｃｏｐｐｅｒ ＴＤ軸５５度回転 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．ＮｅｗＣｕｂｉｃＣＯＤｉｓｐによる極点図作成 

Ｃｕｂｅの｛００１｝、｛０１１｝、｛１１１｝，｛１１２｝極点図作成 

  

 

 

 

 

 



３．ＰＦＲｏｔａｔｉｏｎにてＲＤ，ＴＤ回転 

 

 

ＲＤ軸４５度回転  

 

ＲＤ軸４５度回転後、作成された極点図のＴＤ軸５５度回転を連続Ｃｏｐｐｅｒ方位が計算される 

  

 

 

 

 



４．ＣｒｙｓｔａｌＲｏｔａｔｉｏｎにて回転軸を機械系から結晶系変換 

Ｃｕｂｅ－＞Ｇｏｓｓ変換         Ｇｏｓｓをｓｅｔ  TD 軸を結晶軸に変換し回転

 

      Ｃｏｐｐｅｒを得る。 

       

 機械系軸から結晶系軸変換は、他のソフトウエアでは内部で自動的に行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．ＮＴＥＸ１．００におけるＣｕｂｅ－＞Ｇｏｓｓ－＞Ｃｏｐｐｅｒ変換 

 

 

ＣｕｂｅのＲＤ軸４５度回転でＧｏｓｓが得られる。 

ＣｕｂｅのＲＤ軸回転後、作成された極点図のＴＤ軸５５度回転でＣｏｐｐｅｒを得る。 

 

 



６．ＢＣＣＳｃｈｍｉｄＦａｃｔｏｒＣａｌｃソフトウエアの軸回転 

 

ＣｕｂｅのＲＤ軸４５度回転後、作成された極点図のＴＤ軸５５度回転でＣｏｐｐｅｒを計算し 

ＣｏｐｐｅｒのＳｃｈｍｉｄ因子計算が行われる。 

 


